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子供はもちろん大人も楽しめる工場見学にいってみよう！ 

最近流行りの工場見学ブーム。埼玉、千葉、茨城近郊でも楽しめる工場がたくさんあります。 

親子はモチロン、大人でもすっかりハマってしまう工場をピックアップしてみました。出来上がるまでの工程を知ること

が出来て、試食やお土産などのお楽しみもあるのです。家族そろって出かけませんか。※かならず電話で予約して下さい。 

アサヒビール茨城工場 茨城県守谷市緑1-1-1 0297-45-７３３５ 8：30～17：00 

キューピー㈱五霞工場 茨城県猿島郡五霞町小手指1800 0280-84-3925 9：00～11：30 12：30～16：00 

キッコーマン野田工場 千葉県野田市野田１１０ 04-7123-5136 9：00～16：00 

赤木乳業本庄千本桜工場 埼玉県本庄市児玉町児玉字下川原850-10 0120-73-3559 １０：００～15：００ 

※赤木乳業はガリガリ君の工場です 

紅葉も楽しむ番外編 
房総のむら 千葉県印旛郡栄町龍角寺1028 0476-95-3333 9：00～16：30 

原始・古代から近代現代までの衣・食・住・技の移り変わりを見て、触れて、体験することができる施設です。 

まるでタイムスリップしたような江戸の街並みなどは必見です。運が良いと時代劇などのロケに出会えるかも。 

少々料金はかかりますが機織り、陶芸体験、打掛・甲冑試着など、普段体験できないおもしろイベントが目白押しです。 

昨今ではなかなか希少な里山環境にありますので、広大な敷地を散歩しながらこの時期は紅葉観賞も楽しめます。 

飲食店、売店、障がい者用トイレなど設備も充実しているので年代を問わず楽しめるスポットです。 

 

湯冷めしない体と美肌をみかん湯で手に入れましょう。  
古くから蜜柑湯の風呂に入ると「身体が温まり、風邪を引かない」と

いわれていますが、その秘密は果皮にあります。果皮には、柑橘類

特有の爽やかな香気を放つリモネンという精油成分が含まれてい

ます。リモネンは血行促進作用があるので、身体は温かくなり湯冷

めしません。身体が温まるため、寝つきもよくなります。  

また果皮は、クエン酸やビタミンCも含んでいるので、美肌効果があ

ります。甘く爽やかな香りを楽しみながら、お肌ケアができるのです

から、女性だけではなく男性にもうれしいお風呂です。  

おいしく蜜柑を食べたあとは、その果皮を利用して蜜柑湯を楽しみ

ましょう。果皮をそのまま浮かべるとお湯が汚れるので、ガーゼに入

れて使用します。  

 

みかん湯の作り方  

 1. 旬の蜜柑を食べたべたあと、果皮を陰干ししておきます。 

 2. 蜜柑20個分の皮を、ガーゼか木綿の袋に入れ、風呂に浸して入

浴します。 

  
当社のセキスイ認定屋根診断士が新たに２名誕生しました 

本店の瀧澤と茨城営業所の田口が新たに「屋根診断士」となりました。これからも屋根・壁を中心にリ

フォーム工事のプロとして、お客様のニーズにお応えできるよう精進してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

田口
た ぐ ち

 裕
ひろ

章
あき

です。 

茨城県のホーマックで相談

会も行います。これからは

現場でも頑張りますので、

どんな事でもお気軽にお声

掛けください！ 

瀧澤
たきざわ

 修司
しゅ う じ

です。 

主に千葉県野田市周辺の

現場を担当しています。 

屋根以外の工事も頑張りま

す。何でもご相談下さい。 

よろしくお願いします。 

ＴＯＴＯリモデルトイレ 

ＴＯＴＯウォシュレット 

リンナイ給湯器 20 号設置ﾌﾘｰ 

展示品に限り各 1 点限り大特価

で提供します。 

 

ＴＯＴＯリモデルトイレ  ￥37648 

ＴＯＴＯウォシュレット   ￥24800 

リンナイ給湯器 ２０号 ￥63399 

（税込 取付代金別） 

※展示品ですが、キズ等はほとんど目

立ちません。 

 

アイライクのひとりごと 
秋も深まり街路樹の木々もだいぶ色づいてきました。皆様におかれましてはいかがお過ごしでしょうか？ 

私の趣味の一つ、公園散策はこの時期の休日には必ず出かける事にしています。 

頬を撫でる風、虫の音、木々の色づき、人々の表情、散策後の B級料理、どれをとっても今の季節は最高に充実し

ています。お気に入りの公園は近場から車で 2 時間以上かかる所まで様々です。次は「どこに行こうか」と計画を

する時もありますが、大抵は前日か当日に決めて無計画に出掛けるのも冒険気分で気に入っています。 

今号特集の番外編に載せた房総のむらも散策で見つけたお勧めの場所です。 

家内は私の趣味には全く興味がないのですが、公園散策だけは付き合ってくれます。周りからは

「毎週のように一緒に出掛ける仲の良い夫婦」だと思われているようです（笑） 

代表取締役 小野寺邦彦 

 

材料 白菜1/4株、豚バラ肉４００g、だし汁５カップ、しょうが２０ｇ、ネギ1/2本、あさつき１束、昆布、酒、

塩、しょうゆ適量（お好みで）柚子こしょう少々 

1.白菜は、1枚ずつはずして芯と葉先に切り分け、豚バラ肉をのせて、白菜と交互に重ねたら 5～6cmの

長さに切る。 

2.ショウガはせん切り、ねぎは細切り（しらがねぎ）にしておく。 

3..鍋に昆布を敷き、1 を切り口を上にして、すき間なく並べ、ショウガを散らす。 

4.だし汁を白菜の表面にヒタヒタ位まで注いで火にかけ、沸いてきたらアクを取りながら酒を加える。その

あと弱火で白菜が柔らかくなるまで煮、塩、しょうゆで味を調え、ねぎ、あさつきを加えてふたをし、ひと煮

して火を止める。お好みで柚子コショウをつけて頂く。 

白菜と豚バラ肉のかんたんお鍋で温まろう 


